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3.16m 向拝奥の彫刻物(獅子)(牡丹に獅子・唐草)

※金龍が取り付く柱は「ろ通り」のため、
本来、金龍は本図のようには
正面からは見えない。

3.39m 向拝奥の彫刻物(金龍)

5.10m 向拝透欄間(側面含む)

5.83m 唐破風 920×160×15cm

380×42×5cm 240×42×5cm＠２個
側面190×42×5cm＠２個

130cm高＠２個

160×92×8cm＠２個355×50×6cm
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国産ヒノキ(天然)
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国産ヒノキ 国産ヒノキ

基壇天端

■木彫刻材の状況
・木彫刻材(赤字)は全て調達済で、
令和６年度内に木彫刻作業を
全て完了(造作の台御差床を除く)。

・乾燥期間を十分に確保できた
芯去り材を用いて、割れにくく
するため、彫刻寸法(青字)より
相当程度大きな材を調達。

１．正殿復元に用いる木彫刻材の調達状況
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御差床龍柱 向拝奥の彫刻物
(金龍)
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クスノキ
を用いた
木彫刻物

原木を盤木に分割して保管・乾燥

乾燥に時間を要するため
長期保管の盤木も使用
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